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清
未
の
文
化
変
容
に
お
け
る
偏
教
文
化
の
再
構
成
に
向
け
て

中
国
通
の
宜
教
師
と
国
際
派
の
士
大
夫
の
言
説
を
中
心
に
し
て

は
じ
め
に

清
末
、
上
海
の
江
南
製
造
局

(-
八
六
五
）
、
輪
船
招
商
局

（一

八
七
一―-）

な
ど
の
洋
務
派
の
業
績
か
ら
み
れ
ば
、
李
鴻
章
(
-
八
一―

三
1
一
九

O
I

)

ら
の
高
級
官
僚
を
は
じ
め
と
す
る
国
家
が
主
導
す

る
洋
務
運
動
は
、
国
家
富
強
を
め
ざ
す
産
業
近
代
化
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
近
代
化
運
動
の
噴
矢
で
あ
る
。
ア
ヘ
ン

戦
争

(-
八
四
0
)
後
、
南
京
条
約

(-
八
四
二
）
で
五
口

（上
海
、

福
州
、
寧
波
、
広
州
、
履
門
）
通
商
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て、

西
洋
の
近
代
産
業
を
導
入
し
な
が
ら
西
洋
の
近
代
思
想
を
避
け
る
こ

と
は
不
可
能
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
外
的
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

た
背
景
の
下
で
、
国
際
意
識
を
も
っ
て
い
る
士
大
夫
は
、
そ
の
数
が

少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
洋
の
近
代
を
支
え
る
思
想
と
学
問
に

対
す
る
選
択
と
解
釈
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
西
洋
の
新
し
い

学
問
を
も
っ
て
儒
教
文
化
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ

戴

建

方

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程

た
。
本
稿
は
当
時
、
国
際
派
の
意
識
を
養
成
す
る
の
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
「
万
国
公
報
」
の
言
説
、
外
交
官
の
郭
嵩
裔
ら
の
日

記
・
筆
記
に
お
け
る
言
説
、
国
外
に
亡
命
し
た
知
識
人
の
王
餡
の
言

説
を
踏
ま
え
て
、
近
代
文
化
を
め
ざ
し
て
儒
教
文
化
を
再
構
築
す
る

ア
プ
ロ

ー
チ
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
。

_,, 

ヽ

『
万
国
公
報
』
と
国
際
派
の
知
識
人

清
末
に
お
け
る
新
し
い
学
問
と
思
想
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
や
は
り
宣
教
師
の
新
聞
紙
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
、

「
万
国
公
報
」
は
尤
も
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
「
万
国
公
報
」
の
前

身
は
、
宗
教
に
関
す
る
週
刊
誌
と
し
て

一
八
六
八
年
に
上
海
で
出
版

さ
れ
た
「
中
国
教
会
新
報
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
幹
は
宜
教
師
の
林

楽
知

(Y
o
g
 
g
 J
o
h
n
 Allen
―
八
三
六

I
一
九
〇
七
）
で
あ
っ
た
。

林
楽
知
は
教
会
の
宣
教
師
を
務
め
る
傍
ら
に
、
儒
教
文
化
に
精
通
す

る
、
清
国
の
官
職
に
就
い
て
い
た
た
め
、

西
洋
の
新
し
い
知
識
を
熱



心
に
紹
介
し
、

清
朝
の
政
治
改
革
を
呼
び
か
け
た
。
「
中
国
教
会
新

報
」
は
、

一
八
七
二
年
に
「
教
会
新
報
」

（週
刊
）
に、

一
八
七
四

年
に

「
万
国
公
報
」

（月
刊
）（
G
l
o
b
e
M
a
g
a
z
i
n
e
)

に
変
更
さ
れ
、

内
容
的
に
は
じ
め
て
非
宗
教
化
し
て
き
た
。
康
有
為

(-
八
五
八
I

一
九
二
七
）
は
「
万
国
公
報
」
を
講
読
し
、
洋
学
に
熱
心
で
あ

っ
た

が
、
清
朝
の
士
大
夫
に
購
読
さ
れ
る
ま
で
は
ま
だ
か
な
り
の
時
間
を

要
し
た
。
一

八
八
三
年
に
、
「
万
国
公
報
」
は
休
刊
し
た
。
一

八
八

九
年

に
、
「
万
国
公
報
」
は
復
刊
し
、
そ
の
英
字
名
称
は

T
h
e

(l
)
 

R
e
v
i
e
w
 
o
f
 t
h
e
 
T
i
m
e
と
な

っ
た
。
「
万
国
公
報
」
は
広
学
会
の

後
援
で
、
西
洋
世
界
を
認
識
、
理
解
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
洋
学

と
国
学
を
融
合
し
た
書
物
と
し
て
だ
ん
だ
ん
士
大
夫
に
愛
読
さ
れ
る

ょ
う
に
な
っ
た
。
「
万
国
公
報
」
の
編
集
と
著
述
の
顔
触
れ
は
、
主

幹
の
林
楽
知
、
慕
維
廉

(W
i
l
l
i
a
m
M
u
i
r
h
e
a
d
)
、
李
提
摩
太

(T
i
m
o
t
h
y
 
R
i
c
h
a
r
d
)

の
ほ
か
に
、

宣

教

師

の

丁

題

良

(W
i
l
l
i
a
m
 
A.P
.
 
M
a
r
t
i
n
)
、
文
約
琵

(J
o
s
e
p
h
E
d
k
i
n
s
)
、
花

之
安

(E
r
n
s
t
F
a
b
e
r
)
、
李
佳
白

(Gilbert
R
e
i
d
)
ら
、
中
国
人

の
学
者
沈
蕨
桂
‘

i

祭
爾
康
、
任
廷
旭
、
衷
康
ら
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

た
。
一

九
〇

一
年
以
降
、
「
万
国
公
報
」
は
衰
微
し
か
け
、

一
九
〇

七
年
五
月
に
林
楽
知
が
逝
去
し
て
ま
も
な
く
ま
た
休
刊
と
な

っ
た
。

そ
の
復
刊
後
、
十
二
年
間
残
存
し
た
。
「
万
国
公
報
」
が
洋
学
を
紹

介
し
、
改
革
を
宣
伝
す
る
思
惑
は
清
朝
の
西
洋
化
に
あ

っ
た
。

「
万
国
公
報
」
の
言
説
は
改
革
を
主
張
す
る
言
説
の
な
か
で
ど
う
位

置
づ

け
る
か
。
「
万
国
公
報
」
の
言
説
は
、
宋
恕

(-
八
六
二
1
-

九

一
O
)
、
諌
嗣
同

(-
八
六
五
I
一
八
九
八
）、
王
餡

(-
八
二
八

1
一
八
九
七
）
の
よ
う
な
西
洋
に
傾
倒
す
る
改
革
派
の
言
説
、
梁
啓

超

(-
八
七
三
I

一
九
二
七
）
の
よ
う
な
洋
学
を
も

っ
て
民
族
主
義

を
燃
え
出
す
改
革
派
の
言
説
と
異
な
り
、
む
し
ろ
柔
軟
で
穏
健
な
改

革
を
主
張
す
る
言
説
で
あ
る
。
「
万
国
公
報
」
の
影
響
力
が
最
も
あ

っ
た
時
期
は
十
九
世
紀
九
0
年
代
の
中
期
、
維
新
派
の
政
治
改
革
の

勢
力
が
高
潮
し
た
頃
で
あ

っ
た
。
「
万
国
公
報
」
の
政
治
改
革
の
言

説
が
戊
戌
変
法

(-
八
九
八
）
へ
の

一
助
に
な
る
と
言
っ

て
も
過
言

で
は
な
い
。

清
朝
は

一
八
六

一
年
に
総
理
各
国
事
務
街
門
を
設
立
し、

一
八
七

五
年
に
初
め
て
外
国
駐
在
の
使
節
を
派
遣
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
滞(2

)
 

在
し
た
外
交
官
の
な
か
で
は
、
郭
嵩
壽

(-
八

一
八
I
一
八
九
一

）

は
も

っ
と
も
有
名
な
人
物
で
あ
る
。
郭
氏
の
「
使
西
紀
程
」
「
倫
敦

輿
巴
黎
日
記
」
は
西
洋
文
化
を
体
験
し
、
考
察
し
な
が
ら
、
当
時
の

士
大
夫
の
持
た
な
い
物
指
し
で
儒
教
文
化
の
再
構
築
に
向
け
て
励
も

う
と
し
た
。
郭
氏
の
「
倫
敦
輿
巴
黎
日
記
」
の
な
か
で
、
西
洋
の
制

度
、
政
治
、
文
化
、
社
会
を
考
察
し
た
う
え
で
、
清
朝
の
制
度
、
政

治
、
文
化
、
社
会
と
比
較
し
な
が
ら
変
革
の
言
説
が
明
ら
か
に
な
っ

(
3
)
 

た
。
辞
福
成

(-
八
三
八
I

一
八
九
四
）
の
「
出
使
英
法
義
比
四
国

(4
)
 

日
記
」
「
出
使
日
記
続
刻
」
と
劉
錫
鴻

(?
)
の
「
英
朝
日
記
」
、
宋

(
5
)
 

育
仁
(
-
八
五
七

I
一
九
三

一
）
の
「
泰
西
各
国
釆
風
記
」
も
西
洋

文
化
を
考
察
し
、
儒
教
文
化
と
比
較
す
る
う
え
で
両
者
が
腋
合
す
る

可
能
性
を
検
討
し
た
。
本
来
洋
務
派
で
あ

っ
た
郭
氏
と
辞
氏
は
、
外

224 



交
経
験
に
よ
っ
て
国
際
意
識

•

感
覚
を
身
に
付
け
、
国
際
派
と
み
ら

れ
る
改
革
派
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
王
餡
(
-
八
二
八

I
-

(6
)
 

八
九
七
）
は
国
学
に
造
詣
が
あ
る
と
と
も
に
洋
学
の
知
識
も
持
っ
て

い
る
知
識
人
で
あ
り
、
洋
務
派
の
政
治
改
革
に
熱
心
に
と
り
く
み
‘

洋
務
派
の
経
験
も
あ
り
、
一
八
六
ニ
・
1
一
八
八
四
年
、
香
港
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
亡
命
生
活
を
し
た
。
王
氏
は
西
洋
を
考
察
し
洋
学
を
研
究

し
た
う
え
で
、
国
際
派
の
立
場
に
立
っ
て
洋
務
派
の
制
限
的
な
改
革

を
非
難
し
な
が
ら
政
治
改
革
を
呼
び
か
け
た
。

二
、
近
代
文
化
へ
の
儒
教
の
倫
理
・
価
値
の
再
確
認

西
洋
文
化
と
儒
教
文
化
の
避
け
ら
れ
な
い
衝
突
に
直
面
し
た
清
朝

の
士
大
夫
は
、
本
能
的
に
儒
教
文
化
の
倫
理
に
準
じ
て
、
ま
ず
西
洋

文
化
を
こ
れ
か
ら
の
儒
教
文
化
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る

か
と
い
う
点
に
輿
味
を
も
っ
て
い
た
。
儒
教
文
化
の
核
心
と
い
え
る

倫
理
至
上
に
指
向
す
る
文
化
価
値
は
、
西
洋
文
化
の
法
制
至
上
に
指

向
す
る
文
化
価
値
と
ど
う
並
列
な
い
し
補
完
で
き
る
か
。
こ
の
よ
う

な
問
題
は
し
ば
し
ば
大
い
に
議
論
さ
れ
て
い
た
。
文
化
受
容
に
迫
ら

れ
て
い
た
士
大
夫
は
、
最
初
か
ら
政
治
支
配
に
お
け
る
西
洋
の
法
律

と
儒
教
の
倫
理
が
根
本
的
に
対
立
し
て
も
、
中
国
の
政
治
支
配
の
理

念
す
な
わ
ち
儒
教
倫
理
を
原
則
と
す
る
政
治
支
配
の
合
理
性
を
強
調

し
、
理
想
化
し
た
。
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
言
説
を
挙
げ
ら
れ
る
。

「
三
代
有
道
之
聖
人
、
非
西
洋
所
能
及
也
。
」

（夏
・
商
・
周
の
三

225 

代
の
道
を

つ
く
っ
た
壁
人
は
西
洋
が
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
あ

る
。）

【郭
嵩
蕎
・
倫
敦
輿
巴
黎
日
記
、

一
九
0
頁、

一
九
九
八
年
】

「
聖
人
之
教
、
仁
義
而
已
。
仁
者
、
人
心
固
有
之
純
善
。
義
者
、

処
事
自
然
之
条
理
。
仁
義
之
道
、
矢
之
於
口
、
則
為
嘉
言
。
践
之
於

身
、
則
為
罷
行
。
而
其
大
用
、
則
維
持
夫
君
臣
、
父
子
、
兄
弟
、
夫

婦
、
朋
友
之
五
倫
。
」
（
聖
人
の
教
義
は
仁
義
し
か
な
い
。
仁
と
は
人

間
の
心
に
固
有
す
る
純
粋
な
る
善
な
り
、
義
と
は
こ
と
を
処
す
る
自

然
の
条
理
な
り
。
仁
義
の
道
は
口
に
す
る
な
ら
、
い
い
言
葉
と
な
り
、

身
を
も
っ
て
実
践
す
る
な
ら
ば
、
善
い
行
為
と
な
る
。
そ
の
大
き
な

役
割
は
君
臣
、
親
子
、
兄
弟
、
夫
婦
、
朋
友
の
五
つ
の
倫
理
を
維
持

す
る
の
に
あ
る

。
）
【劉
錫
鴻
•
英
靭
日
記
、

二
五
0
頁
、

一
九
九
八

年
】倫

理
至
上
の
原
則
に
基
く
「
道
」
を
も

っ
て
政
治
支
配
し
た
夏

・

商
・
周
の
三
代
の
聖
人
は
西
洋
で
み
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
か
ら
、

中
国
の
政
治
支
配
の
理
念
と
し
て
は
評
価
さ
れ
た
。
そ
し
て
儒
教
の

倫
理
の
中
核
と
な
る
仁
義
は
、
政
治
支
配
の
合
理
性
を
支
え
る
も
の

と
し
て
、
そ
の
普
遍
性
を
人
間
の
心
に
本
来
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
と
を
す
る
時
の
自
然
の
法
則
で
あ
る
と
解
明
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
至
上
理
念
を
守
る
近
視
眼
的
な
言
説
に
と
ど
ま
る
の

み
な
ら
ず
、
法
制
至
上
に
指
向
す
る
西
洋
文
化
が
日
増
し
に
強
大
に

な
っ
て
き
た
現
実
を
懸
念
し
て
い
る
と
議
論
さ
れ
た
。
そ
れ
は
次
の

よ
う
に
続
い
て
論
じ
て
い
る
。

「
聖
人
之
治
民
以
徳
、
徳
有
盛
衰
、

天
下
随
之
以
治
乱
。
徳
者
、



専
於
己
者
也
、
故
其
責
天
下
常
寛
。
西
洋
治
民
以
法
。
法
者
、
人
己

兼
治
者
也
、
故
推
其
法
以
縄
之
諸
国
、
其
責
望
常
迫
。
其
法
日
修
、

即
中
国
之
受
患
亦
日
棘
、
殆
将
有
窮
於
自
立
之
勢
突
。
」
（聖
人
は
徳

を
も

っ
て
民
を
治
め
、
徳
は
盛
衰
の
時
期
が
あ
り
、
天
下
は
そ
れ
と

と
も
に
乱
を
治
め
る
、
徳
は
専
ら
自
我
に
あ
る
の
で
、
天
下
を
責
め

る
の
は
常
に
寛
大
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
西
洋
は
法
を
も

っ
て
民
を

支
配
す
る
。
法
は
他
人
と
自
己
を
共
に
規
制
す
る
の
で
、
そ
の
原
理

を
引
い
て
法
を
も

っ
て
諸
国
を
縄
正
す
る
。
そ
の
要
求
は
迫
っ
て
い

る
。
そ
の
法
は
日
増
し
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
ら
、
中
国
に
災
い
を
招

き
、
自
立
の
大
勢
を
極
め
る
の
で
あ
る
。）

【郭
嵩
森

・
倫
敦
輿
巴
黎

日
記
、

一
九
0
頁、

一
九
九
八
年
】

中
国
の
徳

（倫
理
）
と
西
洋
の
法

（法
制
）
を
比
較
し
、
徳
の
理

念
よ
り
西
洋
の
法
の
ほ
う
が
通
用
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
た
。
西
洋
の

法
の
利
点
を
評
価
し
た
と
共
に
、
西
洋
の
法
に
潜
ん
で
い
る
拡
張
性

と
脅
威
性
を
見
出
し
、
西
洋
の
勢
力
が
中
国
の
自
立
を
脅
か
し
か
ね

な
い
の
を
懸
念
し
て
い
た
。

儒
教
倫
理
を
近
代
文
化
へ
の
普
遍
価
値
と
し
て
再
確
認
し
た
こ
と

も
あ
り
、
儒
教
倫
理
に
よ
る
「
士
農
工
商
」
の
社
会
階
層
の
秩
序
に

疑
問
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
近
代
社
会
に
お
け
る
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
商
人
階
級
の
社
会
階
層
、
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
言
説
に
ふ
れ
よ
う
。

「
夫
商
為
中
国
四
民
之
殿
、
而
西
人
則
侍
商
為
創
国
造
家
、
開
物

成
務
之
命
脈
、
迭
著
神
奇
之
効
者
、
何
也
？
蓋
有
商
、
則
士
可
行
其

所
学
、
而
学
益
精
。
農
可
通
其
所
植
、
而
植
益
盛
。
エ
可
信
其
所
作
、

而
作
益
勤
。
是
握
四
民
之
絹
者
、
商
也
！
」

（商
は
中
国
の
四
民
の

殿
で
あ
る
が
、
西
洋
人
は
国
を
建
設
し
家
を

つ
く
り
、
人
間
の
智
恵

を
開
発
し
事
業
を
成
し
遂
げ
る
命
脈
と
し
て
、
奇
妙
極
ま
る
ほ
ど
変

わ
る
効
果
と
し
て
、
商
を
頼
む
。
そ
れ
は
何
故
か
。
商
が
あ
れ
ば
、

士
は
そ
の
学
ん
だ
も
の
を
生
か
し
、
学
問
が
上
達
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
農
民
は
農
業
に
通
じ
、
農
業
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
し
、

職
人
は
つ
く
っ
た
も
の
を
売
れ
、
操
業
に
勤
ま
る
。
四
民
の
大
絹
を

握
る
の
は
商
で
あ
る
。）

【藤
福
成

・
出
使
英
法
義
比
四
国
日
記
、

ニ

七
三
頁、

一
九
九
八
年
】

こ
の
よ
う
に
し
て
儒
教
の
普
遍
価
値
の
合
理
性
を
評
価
す
る

一
方

で
、
儒
教
の
政
治
理
念
に
よ
る
社
会
階
層
の
秩
序
の
非
合
理
性
を
非

難
す
る
の
は
、
清
朝
の
士
大
夫
の
価
値
判
断
に
お
け
る
両
義
性

（目
b
i

磨
i
t
y
)

に
よ
る
苦
渋
な
選
択
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
文
化
変
容
に
迫
ら
れ
る
文
化
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
も

っ
て
諸
次
元
で
文
化
受
容
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
洋
務
思
想
の
超
克
に
向
け
て

洋
務
派
の
思
想
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
思
想
を
持
つ
改
革
派
の
士

大
夫
は
、
洋
務
派
の
政
治
改
革
の
規
模
、
粉
飾
・
欺
躁
の
よ
う
な
弊

害
に
対
し
て
、
大
い
に
不
満
を
も

っ
て
い
た
。
西
洋
の
よ
う
な
富
強

を
め
ざ
し
て
行

っ
た
洋
務
運
動
は
制
限
的
な
も
の
で
あ
り
、
世
論
を
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欺
踊
す
る
し
か
な
い
と
い
う
言
説
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
小
変
而
非
大
変
、
貌
変
而
非
真
変
也
。
粉
飾
蒙
蔽
、
因
循
荀

且
。
」
（小
さ
な
変
化
で
あ
る
が
大
き
な
変
化
で
は
な
い
。
形
だ
け
変

わ
る
が
真
な
る
変
化
は
な
し
。
粉
飾
と
欺
脳
で
あ
り
、
因
循
を
も
っ

て

一
時
逃
れ
を
す
る
。）

【王
餡
・
答
強
弱
論
、
一

0
三
頁
、

一
九
九

八
年
】

王
餡
の
、
国
家
の
強
弱
と
政
治
改
革
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
説
は

先
鋭
で
辛
辣
で
あ
る
。
王
氏
は
、
洋
学
が
中
国
の
習
わ
し
や
政
事
を

退
け
る
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、
変
革
の
内

容
と
形
式
を
確
定
し
、
政
治
改
革
の
主
体
は
中
国
に
し
か
な
い
、
主

導
権
は
中
国
が
握
る
、
と
い
う
言
説
を
展
開
し
て
い
る
。

「
吾
所
謂
変
者
、
変
其
外
不
変
其
内
、
変
其
所
当
変
者
、
非
変
其

不
可
変
者
。
所
謂
変
者
、
在
我
而
已
、
非
我
不
変
而
彼
強
我
以
必
変

也
。
彼
使
我
変
、
利
為
彼
得
。
我
自
欲
変
、
権
為
我
操
業
。」
（私
が

変
わ
る
と
言
っ

て
い
る
の
は
外
が
変
わ
る
が
内
が
変
わ
ら
な
い
。
変

わ
る
べ
き
も
の
を
変
え
、
変
え
ら
れ
な
い
も
の
を
変
え
る
も
の
で
は

な
い
。
変
え
る
と
い
う
の
は
わ
れ
わ
れ
（
中
国
）
に
あ
る
し
か
な
い
。

わ
れ
わ
れ
が
変
え
ず
、
彼
ら

（列
強
）
に
強
い
ら
れ
て
変
え
る
も
の

で
は
な
い
。
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
に
変
え
さ
せ
た
ら
そ
の
利
益
は
彼
ら

が
得
る
の
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
で
変
え
よ
う
と
し
た
ら
そ

の
権
利
は
わ
れ
わ
れ
が
操
作
す
る
。
）
【王
餡
•
答
強
弱
論
、

一
0
ニ

頁、

一
九
九
八
年
】

そ
の
ほ
か
に
、
列
強
の
中
国
進
出
の
煩
わ
し
い
問
題
に
つ
い
て
、

王
氏
は
当
時
の

一
般
の
否
定
的
な
見
方
と
ま
っ
た
く
正
反
対
し
、
肯

定
的
な
態
度
を
も
っ
て
、
こ
う
語
っ
た
。

「
天
之
漿
数
十
西
国
於

一
中
国
、
非
欲
弱
中
国
、
正
欲
強
中
国
。

非
欲
禍
中
国
、
正
欲
福
中
国
。
故
善
為
用
者
、
可
以
転
禍
而
為
福
、

変
弱
而
為
強
。」
（西
洋
の
国
々
が
ひ
と
つ
の
中
国
に
集
ま
る
の
は
天

意
で
あ
り
、
中
国
を
弱
く
す
る
の
で
は
な
く
、
中
国
を
強
く
し
よ
う

と
す
る
、
中
国
に
禍
が
降
り
か
か
る
の
で
は
な
く
、
中
国
に
福
が
や

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
う
ま
く
い
け
ば
、

禍
を
転
じ
て
福
と
な
し
、

弱
さ
を
変
え
強
く
な
る
。）

【王
餡
，
答
強
弱
論
、
一

0
1
―
―
頁
、
一
九

九
八
年
】

王
氏
が
強
弱
の
弁
証
法
的
な
内
在
関
係
を
解
明
し
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
が
、
外
交
よ
り
内
政
の
ほ
う
が
重
視
し
、
国
際
関
係
の
暗
流

や
列
強
進
出
の
本
性
に
対
す
る
認
識
は
欠
乏
し
た
。
ま
た
国
際
問
題

と
国
内
問
題
に
お
い
て
、
国
際
問
題
よ
り
国
内
問
題
の
ほ
う
が
重
視

し
、
国
内
の

「一

変
」
を
強
調
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。

「
不
患
彼
西
人
之
日
来
、
而
但
患
我
中
国
之
自
域
。
無
他
、
在

一

変
而
已
突
。
」
（彼
ら
の
西
洋
人
が
毎
日
や
っ
て
く
る
の
を
心
配
し
て

い
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
中
国
の
領
域
し
か
心
配
し
て
い
な
い
。
一

変
し
か
な
い
。）

【王
餡

・
答
強
弱
論
、

一
0
三
頁
、
一
九
九
八
年
】

「
従
来
治
遠
必
以
近
始
、
治
末
必
以
本
始
。
徒
知
強
兵
威
敵
而
不

知
治
民
、
是
猶
形
悼
於
外
、
神
躁
於
中
、
能
暫
張
而
不
能
久
持
者
也
。

故
在
今
日
握
要
之
端
、
亦
惟
曰
治
中
以
駁
外
而
已
。」
（
従
来
、
遠
く

を
治
め
よ
う
と
し
た
ら
、
近
く
か
ら
始
ま
る
べ
き
で
あ
り
、
末
を
治
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め
よ
う
と
し
た
ら
、
本
か
ら
始
ま
る
べ
き
で
あ
る
。
強
兵
を
も
っ
て

敵
を
脅
か
す
し
か
知

っ
て
い
な
い
が
、
民
を
治
め
る
の
を
知
ら
な
い

の
は
、
見
か
け
は
剰
悼
で
あ
る
け
れ
ど
も
内
実
は
せ

っ
か
ち
で
あ
り
、

一
時
に
強
く
て
も
持
統
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
重
要
な
鍵
を

握
る
の
も
中
国
を
治
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
を
凌
駕
す
る
と
し
か

言
わ
な
い

。
）
【王
餡

•
代
上
蘇
撫
李
宮
保
書
、

二
四
三
頁
、

一
九
九

八
年
】

国
際
問
題
の
解
決
の
前
提
条
件
は
む
し
ろ
国
内
問
題
に
あ
る
と
強

調
し
た
と
同
時
に
洋
務
に
お
け
る
問
題
も
指
摘
し
た
。
西
洋
に
対
抗

で
き
る
た
め
に
、
目
下
の
要
務
と
し
て
中
国
を
安
定
さ
せ
る
し
か
な

い
と
い
う
結
論
を
下
し
た
。

四、

西
洋
の
学
問
と
国
家
の
富
強

西
洋
と
出
会
い
そ
の
富
強
に
驚
い
た
清
朝
の
士
大
夫
は
、
西
洋
の

富
強
を
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
は
い

っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ

は
西
洋
の
新
し
い
政
治
、
新
し
い
学
問
に
あ
る
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。
清
朝
の
立
後
れ
て
い
る
学
問
は
国
家
の
富
強
に
邪
魔
に
な
り
、

新
し
い
学
問
や
行
政
手
段
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
議
論
さ
れ
て
き

た
。
新
し
い
学
問
は
国
家
の
振
興
に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
が
高
ま

っ
た
。
新
し
い
学
問
と
学
会
の
導
入
、
学
問
の
態
度
と
理
念
、
国
家

と
民
間
の
役
割
な
ど
の
問
題
は
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
た
。
ま
ず
、

学
問
を
進
め
る
方
法
や
見
方
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

「
蕨
有
新
学
書
院
之
設
、
群
幸
側
処
、
朝
考
夕
稽
。
不
但
各
国
之

所
已
講
者
、
又
推
而
至
於
神
妙
不
可
測
之
処
、
並
於
他
人
之
所
未
講

者
、
亦
各
自
出
真
意
、
卓
然
成

一
家
言。
」
（新
し
い
学
問
を
導
入
す

る
学
校
が
設
立
す
る
こ
と
に
よ

っ
て、

一
堂
に
集
っ
て
き
た
学
生
は

一
日
中
研
究
に
心
を
注
ぐ
。
各
国
が
既
に
講
義
し
た
も
の
に
と
ど
ま

る
の
み
で
は
な
く
、
は
か
れ
な
い
ほ
ど
神
妙
な
と
こ
ろ
ま
で
推
し
、

い
ま
ま
で
講
義
し
て
い
な
か

っ
た
も
の
か
ら
自
ず
か
ら
真
意
を
出
し
、

卓
然
に

一
家
言
を
成
す
の
で
あ
る
。）

【鋳
鉄
匹

(

i

祭
爾
康
）
・
設
文

会
以
広
聞
見
議
、
四
八
冊

（光
緒
十
八
年
十
二
月
）
／
万
国
公
報
文

選
、
五
四
八
頁
】

新
し
い
学
問
を
導
入
す
る
の
み
な
ら
ず
、
創
意
の
重
要
性
を
特
に

指
摘
す
る
。
そ
の
点
に
於
い
て
、
洋
学
導
入
に
対
す
る
態
度
を
検
討

す
る
場
合
、
最
初
か
ら
形
式
的
な
真
似
に
反
対
し
、
内
容
的
な
勉
強

（真
意
の
も
の
）
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
単
に
習
う
段
階
に
と
ど
ま

る
で
は
な
く
、
新
し
い
も
の
を
発
見
す
る
科
学
精
神
を
養
成
す
べ
き

で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
個
人
が
新
し
い
学
問
を
進
め
る
態

度
を
き
ち
ん
と
確
立
す
る
傍
ら
に
、
国
家
は
ど
う
動
く
べ
き
か
。
次

の
よ
う
な
言
説
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。

「
而
不
知
近
百
年
来
更
行

一
上
行
下
放
之
風
俗
、
為
我
中
国
所
万

不
能
及
者
、
蓋
有
新
学
書
院
出
身
之
著
名
博
士
、
又
設

一
広
学
会
、

以
究
明
洪
荒
開
開
以
来
数
万
年
未
経
発
洩
之
事
、
分
門
別
類
、
専
門

名
家
。
…
…
学
日
益
広
、
聞
見
日
益
新
、
国
即
日
益
輿
。
…
…
慮
其
居

処
之
涙
散
也
、
則
撥
給
地
畝
以
棲
其
身
。
慮
其
経
費
之
不
敷
也
、
則
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頒
発
努
金
以
済
其
用
。
…
…
其
時
公
家
既
重
視
会
中
人
、
或
賜
以
職

街
、
或
界
以
憑
照
、
達
官
富
戸
亦
相
輿
解
嚢
概
助
、
楽
観
蕨
成
。
」

（百
年
以
来
上
が
や
れ
ば
下
も
真
似
を
す
る
気
風
が
盛
り
上
が

っ
て

い
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
気
風
は
わ
が
中
国

が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
新
し
い
学
問
を
す
る
学
校
の

出
身
の
有
名
な
博
士
が
続
出
し
、
新
し
い
学
問
を
推
進
す
る
学
会
が

設
立
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
前
人
未
踏
の
境
地
を
開
く

た
め
に
、
学
問
が
分
類
し
、
専
門
的
人
材
が
輩
出
す
る
。
…
…
学
問

は
日
増
し
に
広
く
な
り
、
見
聞
は
日
増
し
に
新
し
く
な
る
な
ら
ば
、

国
家
も
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
（
学
問
を
す
る
人
々

の
）
居
住
が
分
散
す
る
の
を
考
慮
し
な
が
ら
生
活
が
安
定
す
る
た
め

に

（彼
ら
に
）
土
地
を
配
給
し
、
そ
の
研
究
経
費
が
不
足
す
る
の
を

考
慮
し
な
が
ら
国
家
の
資
金
を
導
入
す
る
。
…
…
そ
の
際
、
政
府
も

学
会
の
人
々
を
重
視
し
、
彼
ら
に
肩
書
き
を
与
え
、
特
許
を
発
給
す

る
し
、
高
級
官
吏
や
富
豪
も
大
金
を
寄
付
す
る
と
い
う
成
り
行
き
は

大
変
明
る
く
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。）

【
鋳
鉄
壺
(

i

祭
爾
康
）
・
設

文
会
以
広
聞
見
議
、
四
八
冊

（光
緒
十
八
年
十
二
月
）
／
万
国
公
報

文
選
、
五
四
八
頁
】

西
洋
の
新
し
い
学
問
に
関
わ
る
研
究
体
制
の
導
入
や
教
育
の
普
及

の
重
要
性
は
、
ま
す
ま
す
共
通
の
認
識
と
な

っ
て
き
た
。
国
家
が
主

導
し
、
民
間
が
支
援
す
る
態
勢
を
組
ん
で
、
近
代
国
家
に
脱
皮
す
る

動
き
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
西
洋
の
富
強
に
迫
ら
れ
て
い
た
中
国

の
現
状
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
対
策
は
こ
う
論
じ
ら

れ
た
。「

西
洋
所
以
致
富
強
、
中
国
無
肯
依
行
、
惟
不
知
故
也
。
当
明
著

其
所
以
然
、
刊
行
之
天
下
、
使
人
々
皆
知
其
為
利
益
、
則
得
失
利
病

較
然
於
心
、
自
然
知
所
信
従
突
。
」
（西
洋
が
富
強
に
な
る
が
、
中
国

が
そ
れ
に
従

っ
て
実
行
し
よ
う
と
し
な
い
の
は
た
だ
そ
の
わ
け
を
分

か
ら
な
い
だ
け
で
あ
る
。
西
洋
が
如
何
に
富
強
に
な
る
か
を
明
ら
か

に
し
、
世
の
中
で
刊
行
し
、
そ
の
利
益
を
皆
さ
ん
に
理
解
さ
せ
る
な

ら
ば
、
得
失
と
利
害
を
考
量
し
、
自
ず
か
ら
所
信
を
知
り
、
従
う
の

で
あ
る
。）

【郭
嵩
縣
・
倫
敦
輿
巴
黎
日
記
、
一
七
四
I

一
七
五
頁
、

一
九
九
八
年
】

「
数
十
年
来
、
通
商
之
局
大
開
、
地
球
万
国
不
音
並
為

一
家
、
而

各
国
於
振
興
商
務
之
道
、
無
不
精
心
研
究
。
…
…
故
論
一
国
之
貧
富

強
弱
、
必
以
商
務
為
衡
。
」
（こ
の
数
十
年
通
商
の
局
面
が
打
開
さ
れ

た
の
で
、
地
球
上
の
国
々
は

一
家
に
な
る
し
か
の
み
な
ら
ず
、
諸
国

は
商
務
を
推
進
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
る
。
一

国
の
貧

富
と
強
弱
は
必
ず
商
務
を
基
準
と
す
る
。）

【藤
福
成
・
出
使
日
記
続

刻、

三一

六
頁
、

一
九
九
八
年
】

厳
し
い
現
状
で
あ
っ
て
も
、
商
を
も
っ
て
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
に
参
与
す
る
国
家
対
策
を
導
入
す
れ
ば
、
国
家
の
富
強
を

実
現
し
た
う
え
で
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
で
き

る
し
、
国
家
の
自
立
も
守
れ
る
と
認
識
が
み
ら
れ
る
。
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五、

西
洋
の
学
問
と
新
し
い
政
治
•
制
度

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
近
代
に
な
っ
て

一
国
の
政
治
が
変
わ
る
と
同

時
に
、
諸
国
間
に
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
る
た
め
の
新
し
い
国
際
政

治
の
構
造
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
注
目
し
な
が
ら
、
新

た
な
外
交
体
制
を
紹
介
し
は
じ
め
た
。

「…
…
創
造
万
国
公
法
、
以
弾
彊
凌
弱
衆
暴
寡
之
乱
萌
。
…
…
此

為
外
交
之
新
制
、
各
国
既
不
必
遵
憑
権
籍
勢
之
皇
律
、

而
不
可
無
因

時
制
宜
之
国
律
。」
（
強
国
が
弱
国
を
凌
駕
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
万

国
公
法
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
は
外
交
の
新
し
い
体
制
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
各
国
は
権
カ

・
勢
力
に
よ
る
王
朝
の
法
典
を
遵
守
す

る
必
要
も
な
く
、
時
代
に
応
じ
て
適
当
に
成
立
す
る
国
家
の
法
律
が

な
く
て
は
い
け
な
い
。）

【李
提
摩
太
「
泰
西
新
史
覧
要
」
訳
本
序
、

第
七
五
冊

（光
緒
二
十

一
年
三
月
）
／
万
国
公
報
文
選
、
五
六
四
ー

五
六
五
頁
】

こ
の
よ
う
な
外
交
の
新
体
制
が
登
場
し
た
背
景
に
は
、
各
国
の
新

政
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
る
。

い
ま
ま
で
な
か

っ
た
新
政
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も
の
か
、
そ
れ
を
支
え
る
も
の

が
何
で
あ
ろ
う
か
、
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
つ
く
っ
て
き
た
近

代
国
家
の
、
そ
の
由
来
と
現
実
を
中
国
人
に
ど
う
紹
介
し
、
解
釈
す

る
か
が
重
要
で
あ
る
。
近
代
国
家
に
対
す
る
認
識
と
解
釈
は
次
の
よ

う
な
言
説
を
残
し
た
。

「…
…
及
生
歯
浸
盛
、
梨
費
浸
多
、
財
力
浸
薄
、
蕨
有
絢
探
在
抱

之
紳
士
、
悪
国
家
之
伯
以
威
勢
圧
民
、
而
不
顧
民
之
疾
苦
也
、
群
起

而
輿
国
抗
。
各
国
不
得
不
分
予
以
権
、
遂
有
任
民
公
欅
賢
才
、
以
充

議
員
之
律
。
其
分
権
之
尤
広
者
、
甚
至
比
戸
皆
可
挙
官
。
此
為
内
治

之
新
制
。
夫
比
戸
既
有
挙
官
之
権
、
而
無
学
問
以
導
之
、
不
幾
虞
其

乖
張
而
滅
裂
乎
？
故
振
興
学
校
尤
為
当
務
之
急
。
迄
於
今
、
諸
名
大

国
定
例
、
男
女
不
論
貧
富
、
及
歳
時
、
必
令
人
入
塾
読
書
。
違
則
加

以
懲
罰
。
蓋
彬
々
乎
桃
李
盈
門
突
。」
（
人
口
が
次
第
に
増
加
し
、
贅

沢
が
次
第
に
蔓
延
し
、
財
力
が
次
第
に
減
少
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
ひ

ど
く
苦
し
ん
で
い
る
紳
士
は
国
が
威
勢
を
も
っ
て
民
を
圧
制
し
、
彼

ら
の
苦
痛
を
顧
み
な
い
の
を
嫌
悪
し
た
。
そ
こ
で
、
民
が
一
挙
に
国

に
対
抗
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
や
む
を
え
ず
権
力

を
わ
け
る
結
果
、
民
に
賢
オ
を
公
選
さ
せ
、
彼
を
議
員
に
当
て
る
と

い
う
法
律
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
分
権
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
近

隣
の
人
々
が
揃
っ
て
官
吏
を
選
挙
す
る
こ
と
さ
え
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
内
治
の
新
し
い
体
制
で
あ
る
。
若
し
近
隣
の
人
々
に
官
吏
を

選
挙
す
る
権
利
を
持
た
せ
、
学
問
で
そ
れ
を
導
か
な
い
な
ら
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ひ
ね
く
れ
、
そ
の
よ
う
な
体
制
が
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
学
校
を
振
興
す
る
の
は
尤
も
当
面
の
急
務
で
あ

る
。
い
ま
ま
で
、
諸
国
で
は
、
貧
富
を
問
わ
ず
、
男
女
が
学
齢
に
な

っ
た
ら
、
か
な
ら
ず
彼
ら
を
入
学
さ
せ
る
と
い
う
法
律
が
立
て
ら
れ

て
い
た
。
違
法
が
あ
れ
ば
、
懲
罰
を
加
え
ら
れ
る
。
雅
や
か
に
、
教

え
子
が
国
中
至
る
所
に
い
る
で
あ
ろ
う
。）

【李
提
摩
太
「
泰
西
新
史
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（光
緒
二
十

一
年
三
月）

覧
要
」
訳
本
序
、
第
七
五
冊

文
選
、
五
六
五
頁
】

以
上
、
国
家
権
力
の
分
散
化
に
お
け
る
教
育
の
重
要
性
が
特
に
議

論
さ
れ
る
。
教
育
に
対
す
る
立
法
を
導
入
す
る
の
は
清
朝
で
も
ち
ろ

ん
み
ら
れ
な
い
。
科
挙
試
験
の
よ
う
な
選
挙
制
度
は
官
吏
登
用
の
公

式
制
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
国
家
に
更
新
す
る
た
め
に
、

そ
の
欠
陥
が
自
明
で
あ
る
。
清
朝
の
教
育
体
制
は
基
本
的
に
前
代
の

延
長
線
に
と
ど
ま
り
、
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
な
い
。
地
方
か
ら
中

央
ま
で
、
各
レ
ベ
ル
の
学
校
も
設
立
し
、
公
正
的
な
試
験
制
度
も
導

入
さ
れ
る
点
に
於
い
て
、
そ
の
合
理
性
と
公
正
性
は
一
応
美
化
さ
れ

て
も
い
い
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
教
育
制
度
は
近
代
国
家
の
構
成
要

素
に
つ
な
が
ら
ず
、
官
吏
登
用
制
度
に
傾
斜
し
、
皇
族
一
族
の
政
治

支
配
の
道
具
に
な
り
か
ね
な
い
結
果
、
近
代
国
家
に
邪
魔
に
な
る
し

か
な
い
。

近
代
西
洋
で
は
、
従
来
の
教
化
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
手
段
（
国

民
教
育
）
を
導
入
し
た
結
果
、
近
代
国
家
に
つ
な
が
っ
た
、
と
い
う

認
識
が
強
ま
る
。
次
の
よ
う
に
論
述
さ
れ
る
。

「
泰
西
各
国
有
時
以
教
民
、
新
民
為
大
事
。…
…
至
近
百
年
之
内
、

則
以
教
民
兼
養
民
、
安
民
為
大
事
。」
（西
洋
の
各
国
は
時
に
は
民
を

教
化
し
、
民
を

一
新
さ
せ
る
の
を
国
の
大
事
と
さ
れ
て
い
た
。
…
…

百
年
以
来
、
民
を
教
化
す
る
と
同
時
に
民
を
養
い
、
民
を
安
定
さ
せ

る
の
を
大
事
と
さ
れ
る
。）

【
李
提
摩
太
「
泰
西
新
史
覧
要
」
訳
本
序
、

第
七
五
冊

（光
緒
二
十

一
年
三
月
）
／
万
国
公
報
文
選
、
五
六
五

／
万
国
公
報

頁】
「
教
民
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
世
に
、
宗
教
的
力
を
借
り
て
民
衆

を
教
化
す
る
た
め
、
政
教
分
離
無
し
の
政
治
支
配
の
道
具
と
し
て

一

般
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
政
教
分
離
の
中
国
の
政
治
支
配
に

於
い
て
、
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
中
国
の
「
教
民
」
思
想
は
宋
代

以
降
、
儒
教
の
本
来
思
想
を
遊
離
し
、
改
造
し
た
儒
教
に
お
い
て
、

一
般
の
民
衆
に
内
面
化
さ
れ
る
形
で
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
「
教
民
」
思
想
を
政
治
支
配
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
が
み
ら
れ
な
い
。
儒
教
以
外
の
道
教
、
仏
教
の
「
教
民
」
思
想

も
同
様
で
あ
る
。
「
新
民
」
思
想
は
「
大
学
」
の
概
念
の
一
っ
で
あ

る
。
「
養
民
」
「
安
民
」
の
思
想
は
中
国
人
に
と
っ
て
新
し
い
も
の
で

は
な
い
が
、
そ
れ
は
儒
教
の
「
仁
」
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

歴
代
の
政
治
家
は
時
に
は
「
養
民
」
「
安
民
」
の
仁
政
を
施
し
た
こ

と
が
あ
る
。
但
し
、
「
教
民
」
「
養
民
」
「
安
民
」
の
思
想
の
ほ
と
ん

ど
は
政
治
支
配
の
理
念
に
と
ど
ま
る
段
階
で
、
西
洋
近
代
の
政
治
支

配
に
及
ば
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
認
識
と
覚
悟
か
ら
み
れ

ば
、
「
養
民
」
「
安
民
」
の
新
し
い
政
治
の
真
似
を
し
、
清
朝
の
新
政

が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
郭
嵩
需
は
自
分
の
体
験
か
ら
西
洋
の
議
会
政
治
に

対
し
て
、
次
の
よ
う
な
賛
辞
が
あ
っ
た
。

「
西
洋
議
院
之
有
異
党
相
輿
駿
難
、
以
求
一
是
、
用
意
至
美
。」

（
西
洋
の
議
会
で
各
党
派
は
歩
調
が
一
致
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
異

論
を
唱
え
、
議
論
を
展
開
し
、
そ
の
見
込
み
は
素
晴
ら
し
い
。
）
【
郭
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嵩
壽
・
倫
敦
輿
巴
黎
日
記
、
一
七
三
頁、

一
九
九
八
年
】

宋
育
仁
は
、
英
国
の
議
会
制
度
に
つ
い
て
の
言
説
が
郭
嵩
煮
よ
り

多
く
、
西
洋
の
議
会
制
度
を
中
国
古
代
の
も
の
に
擬
え
る
と
い
う
ア

プ
ロ

ー
チ
を
導
入
し
た
。
そ
れ
は
当
時
、
洋
学
受
容
の
場
合
に
特
に

有
効
な
方
法
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
西
洋
的
な
も
の
と
中
国
的
な
も

の
に
対
す
る
比
較
、
類
比
、
類
推
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
使
う
基
準
は
確

か
に
疑
問
が
多
い
が
、
結
果
的
に
言
え
ば
、
当
時
大
勢
の
知
識
人
は

宋
氏
の
よ
う
な
言
説
を
受
け
入
れ
た
。
宋
氏
の
議
会
制
度
に
つ
い
て

の
言
説
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
察
議
院
之
制
、
公
挙
於
郷
、
進
而
議
政
、
如
古
之
郷
校
。
…
…

其
実
議
院
比
於
古
之
太
学
…
…
其
上
院
、
則
如
古
世
卿
。
「
周
礼
」

詢
群
臣
、
詢
群
吏
、
詢
万
民
。
朝
士
掌
治
朝
之
位
、
有
衆
庶
在
焉
。

然
則
周
礼
並
有
上
議
院
在
、
治
朝
月
令
、
衆
庶
得
入
而
聴
政
、
更
寛

於
今
之
西
制

。

…
•
•
•
西
人
略
得
其
意
、
而
不
知
治
本
。

」
（議
院
制
度

を
考
察
す
る
と
、
郷
に
公
選
さ
れ
て
か
ら
政
治
を
議
論
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
は
古
代
の
郷
校
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
…
…
そ
の

議
院
は
古
代
の
太
学
に
擬
え
る
…
…
そ
の
上
院
は
古
代
の
世
卿
が
ご

と
く
で
あ
る
。
「
周
礼
」
は
群
臣
に
諮
詢
し
、
大
勢
の
官
吏
に
諮
詢

し
、
万
民
に
諮
詢
す
る
。
朝
廷
の
士
が
朝
廷
支
配
の
位
に

つ
く
の
は

庶
民
が
い
る
。
但
し
、
周
礼
は
上
議
院
が
併
設
し
、
朝
廷
の
政
治
、

政
令
、
年
中
行
事
を
定
め
る
場
合
、
庶
民
が
入
れ
政
治
を
聞
く
か
ら

み
れ
ば
、
今
日
の
西
洋
の
政
治
体
制
よ
り
寛
大
的
で
あ
っ
た
。
…
…

西
洋
人
は
そ
の
真
意
を
少
し
得
る
が
根
本
を
治
め
る
の
を
知
ら
な

い
。）

【宋
育
仁
・
泰
西
各
国
采
風
記
、

三
四
0

1
三
四

一
頁、

九
八
年
】

英
国
の
議
院
制
度
の
よ
う
な
民
主
的
な
政
治
制
度
は
古
代
中
国
に

存
在
し
た
。
「
郷
校
」
、
「
太
学
」
、
「
世
卿
」
の
政
治
的
構
造
は
西
洋

の
よ
う
な
民
主
制
と
の
類
似
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
負
け
ず
、
そ
れ
よ

り
寛
大
的
あ
る
い
は
民
王
的
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

西
洋
人
の
富
強
は
議
院
に
由
来
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
富
強
は
本
来

あ

っ
た
善
い
政
治
制
度
が
な
く
な
っ
た
の
で
西
洋
の
よ
う
な
富
強
を

つ
く
れ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
断
し
た
。

「
其
変
僻
晒
為
富
強
、
全
得
力
於
議
院
。
其
尽
変
旧
漸
之
華
風
、

蕩
然
尊
卑
之
分
、
則
由
彼
教
導
其
源
、
而
議
院
揚
其
波
。
深
観
得
失
、

議
院
権
雖
偏
重
、
而
大
通
民
隠
、
実
為
善
政
。
」
（西
洋
が
僻
栖
を
富

強
に
す
る
の
は
全
く
議
院
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
じ
わ
じ
わ
と

染
み
込
ん
だ
旧
来
の
華
麗
な
気
風
を

一
変
さ
せ
、
尊
卑
の
身
分
差
別

を

一
掃
す
る
た
め
に
、
西
洋
の
宗
教
を
も

っ
て
そ
の
本
源
を
導
き
、

議
院
を
も

っ
て
そ
の
波
を
立
て
る
。
得
失
を
よ
く
み
る
と
、
議
院
は

そ
の
権
力
が
重
す
ぎ
る
と
い
え
ど
も
、
民
の
苦
し
み
を
大
い
に
通
じ

る
の
で
、
実
は
善
い
政
治
体
制
で
あ
る
。）

【宋
育
仁
・
泰
西
各
国
采

風
記
、

三
四

一
頁、

一
九
九
八
年
】

以
上
は
西
洋
の
富
強
と
西
洋
の
議
院
制
度
の
関
連
性
を
論
述
し
、

議
院
制
度
は
そ
の
権
力
に
傾
斜
す
る
が
、
人
民
の
苦
し
み
を
理
解
し
、

人
民
の
意
思
を
伝
え
る
点
を
み
れ
ば
実
は
善
い
政
治
制
度
で
あ
る
と

評
価
し
た
。
西
洋
の
議
会
制
度
は
中
国
の
聖
人
支
配
の
文
徳
と
情
理

一
九
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に
基
づ
く
至
上
理
念
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
と
い

っ
て
も
、
そ

の
利
点
を
利
用
し
た
ら
国
家
を
管
理
す
る
の
に
大
い
に
役
立
つ
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

「
夷
法
雖
不
如
聖
治
文
情
之
周
至
、
然
実
能
得
治
国
之
本
源
」

（西
洋
の
法
は
聖
人
支
配
の
文
徳
と
情
理
の
用
意
周
到
な
も
の
に
及

ば
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
は
国
を
治
め
る
本
源
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。）

【宋
育
仁

・
泰
西
各
国
釆
風
記
、
三
四
五
頁
、
一
九
九
八

年
】以

上
の
言
説
を
踏
ま
え
、
西
洋
の
法
は
中
国
の
聖
人
政
治
と
比
べ

る
と
、
必
ず
し
も
完
璧
な
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
は
中
国
の
富
強
を
つ
く
る
た
め
の
良
策
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
但
し
、
わ
れ
わ
れ
に
忘
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
本
来

の
善
い
伝
統
を
復
旧
し
な
が
ら
、
西
洋
の
新
し
い
法
を
導
入
し
た
ら
、

近
代
国
家
に
達
す
る
見
通
し
は
明
る
い
と
信
じ
な
が
ら
、
次
の
よ
う

な
行
動
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

「
法
古
詢
群
臣
、
万
民
之
意
、
而
輿
時
変
通
、
至
善
良
法
。」
（
古

代
に
群
臣
に
諮
詢
し
、
万
民
の
意
思
を
通
じ
る
の
に
法
り
、
時
代
と

と
も
に
変
通
し
、
最
も
善
い
法
に
至
る
。）

【宋
育
仁

・
泰
西
各
国
釆

風
記
、
三
四
六
頁
、

一
九
九
八
年
】

古
代
の
「
周
礼
」
の
真
意
を
得
、
時
代
に
合
う
西
洋
の
法
を
導
入

す
る
な
ら
ば
、
中
国
の
政
治
が
変
わ
り
、
富
強
の
夢
を
実
現
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
議
会
制
度
の
導
入
を
め
ぐ
る
論
議
に
と
ど
ま
る
に
し

か
な
ら
ず
、
中
国
の
士
と
西
洋
の
士

（議
員
）
の
構
成
を
比
較
し
た

言
説
も
あ
る
。

「
惟
中
国
貴
農
、
士
典
於
壊
。
外
夷
貴
商
、
士
選
於
商
為
異
耳
。」

（中
国
は
農
を
貴
び
、
士
は
民
か
ら
興
る
の
対
し
て
、
西
洋
は
商
を

貴
び
、
商
か
ら
士
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。
）

【宋
育
仁
・
泰
西
各
国
釆
風

記、

三
四
四
頁
、

一
九
九
八
年
】

同
じ
公
選
制
度
が
設
立
し
て
も
、
中
国
の
士
は
農
と
い
う
階
層
か

ら
選
ば
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
西
洋
の
士

（
議
員
）

は
商
と
い
う
階

層
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
西
洋
の
士
（
議
員
）
が
国
家

の
政
治
を
動
か
す
役
割
を
評
価
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
存
在
す
る
こ
そ

国
家
の
富
強
を
築
き
上
げ
る
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

西
洋
の
諸
国
で
は
議
会
制
度
が
主
導
す
る
国
内
政
治
が
展
開
し
な

が
ら
国
際
政
治
も

一
新
し
た
動
き
が
み
ら
れ
て
き
た
。
新
し
い
外
交

に
ま
だ
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
中
国
の
士
大
夫
は
国
際
政
治
の
公
正
の

理
念
に
感
心
し
た
。
国
際
政
治
の
新
し
い
作
法
に
つ
い
て
、
彼
ら
は

こ
う
論
じ
て
い
る
。

「
西
洋
考
求
政
務
、
輛
通
各
国
言
之
、
不
分
診
域
。
而
其
規
模
気

象
之
闊
大
、
尤
務
脊
天
下
而
示
之
平
。
…
…
此
西
洋
風
気
所
以
蒸
々

日
上
也
。
…
…
」
（
西
洋
は
政
務
を
重
視
し
、
い
つ
で
も
す
ぐ
国
境
を

問
わ
ず
に
、
各
国
を
通
し
て
そ
れ
を
議
論
す
る
。
そ
の
規
模
と
気
象

は
大
き
い
ほ
ど
、
務
め
て
天
下
に
平
等
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。…
…

そ
れ
こ
そ
西
洋
の
気
風
が
向
上
す
る
の
だ
。
…
…
）
【郭
嵩
需

・
倫
敦

輿
巴
黎
日
記
、

一
八
七
頁
、

一
九
九
八
年
】

士
大
夫
は
、
西
洋
が
主
導
す
る
国
際
政
治
の
公
正
性
に
異
義
を
唱
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え
る
し
か
の
み
な
ら
ず
、
国
際
政
治
で
共
通
す
る
「
万
国
公
法
」
の

公
正
性
と
平
等
性
を
確
信
し
、
西
洋
と
積
極
的
な
外
交
交
渉
を
主
張

し
た
。
一

方
で
は
、
西
洋
と
の
外
交
は
必
ず
誠
意
を
持
た
ね
ば
な
ら

な
い
、
そ
れ
は
中
国
の
自
立
を
守
る
唯
一
の
道
で
あ
る
こ
と
を
は
っ

き
り
認
識
し
た
。

「
…
…
処
今
日
之
勢
、
惟
有
傾
誠
以
輿
各
国
相
接
、
捨
是
無
能
自

立
者
。
」
（
…
…
今
日
の
大
勢
に
お
か
れ
て
、
す
べ
て
の
誠
意
を
も
っ

て
諸
国
と
接
触
す
る
ほ
か
な
い
。
こ
れ
を
や
め
た
ら
自
立
が
な
く
な

る
の
だ
。
）

【郭
嵩
壽

・
使
西
紀
程
、
六
九
頁
、
一
九
九
八
年
】

郭
嵩
需
は
、
自
分
の
外
交
経
験
に
よ
っ
て
、
西
洋
と
の
外
交
交
渉

に
お
け
る
誠
意
と
い
う
問
題
を
提
出
し
、
清
朝
の
い
ま
ま
で
の
誠
意

欠
如
の
外
交
を
非
難
し
、
国
家
の
自
立
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
懸
念
し
た
。
西
洋
の
新
し
い
政
治
と
制
度
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
心

し
な
が
ら
、
西
洋
の
脅
威
を
常
に
感
じ
る
知
識
人
に
と
っ
て
は
、

西
洋
の
脅
威
を
な
く
す
た
め
に
、
誠
意
を
も
っ
て
西
洋
と
正
常
な
外

交
を
展
開
す
る
の
は
む
し
ろ
自
然
の
理
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
国
家

の
富
強
に
指
向
す
る
唯

一
の
選
択
で
あ
る
。

六
、
西
洋
の
富
強
と
そ
の
宗
教
・
儒
教
の
未
来
性

西
洋
の
富
強
が
そ
の
宗
教
と
関
連
し
て
い
る
と
い
う
論
述
は
清
末

し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。
西
洋
の
宗
教
に
お
け
る
新
教
の
勢
力
が
拡
大

す
る
動
向
は
既
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
新
教
の
力
を
も
っ
て
富
国
へ

躍
進
す
る
な
か
で
、
宗
教
的
な
力
と
近
代
の
富
強
は
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
に
解
読
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
新
教
を
取
り
入
れ
、
中
国

の
富
強
を
築
き
、
西
洋
を
追
い
越
そ
う
と
す
る
議
論
も
あ
っ
た
。

「
膜
観
天
下
大
局
、
学
問
之
興
、
賢
才
之
多
、
甲
兵
之
強
、
莫
如

従
耶
鮮
之
国
突
。
天
下
之
国
而
偏
譲
従
耶
鮮
之
国
獨
典
何
哉
？
因
有

耶
鮮
道
為
之
本
。
所
謂
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
也
。
…
…
中
国
欲

奮
骰
為
雄
、
先
折
衷
耶
鮮
道
、
後
参
以
格
致
之
学
。
如
是
而
不
富
強

者
未
之
有
也
。
蓋
華
人
拘
泥
乎
古
法
、
而
不
則
傲
於
西
法
、
不
能
媛

美
於
西
人
。
荀
能
変
通
乎
古
法
、
而
則
傲
於
西
法
即
能
駕
於
西
人
之

上
突
。
」
（
天
下
の
大
局
を
広
く
み
れ
ば
、
学
問
の
振
興
、
賢
オ
の
大

勢
、
軍
事
の
強
大
は
む
し
ろ
新
教
に
従
う
諸
国
で
あ
ろ
う
。
天
下
の

国
々
で
新
教
の
国
々
に
し
か
振
興
さ
せ
な
い
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は

新
教
の
道
を
根
本
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
君
子
が
根
本
を
務
め
る
と

い
う
の
は
、
根
本
を
立
て
ば
道
が
生
れ
る
。
…
…
中
国
は
強
力
に
な

る
た
め
に
、
ま
ず
新
教
の
道
を
折
中
し
、
後
「
格
致
」
の
学
（
西
洋

の
科
学
）
を
参
考
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
富
強
に
な
ら
な
い
の

は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
た
ぶ
ん
中
国
人
は
古
法
に
拘
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
な
い
と
、
西
洋
の
方
法
の
真
似
を
し
、
西
洋
人
に
夢
中
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
。
仮
に
古
法
を
変
通
で
き
れ
ば
、
西
洋
の
方
法
に

真
似
す
る
と
、
す
ぐ
西
洋
人
を
凌
駕
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。）

【古
呉
志
道
老
人

（沈
硫
桂
）
・
中
西
相
交
之
益
、
六
四
九
巻

（
光
緒
七
年
六
月
二
十
八
日
）
／
万
国
公
報
文
選
、
四
八
七

1
四
八

八
頁
】
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近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
富
強
と
新
教
の
道
と
の
関
連
性
を
推
断
す
る

の
は
単
に
連
想
に
と
ど
ま
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
、
近
代
の
富
強
あ

る
い
は
近
代
社
会
の
背
後
に
お
け
る
宗
教
的
要
素

（新
教
の
倫
理
と

教
義
）
を
無
視
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
の
は

当
時
の
歴
史
背
景
の
下
で
は
大
胆
な
推
断
で
あ
ろ
う
。
若
し
西
洋
の

富
強
が
西
洋
の
紳
士
の
根
本
と
な
る
新
教
の
倫
理
と
教
義
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
富
強
を
構
築
す
る
場
合
、
従
来

の
儒
教
の
倫
理
・
義
理
を
守
り
な
が
ら
新
教
の
倫
理
も
受
容
で
き
る

柔
軟
な
構
え
で
近
代
文
化
を
構
築
す
る
の
は
あ
り
え
る
で
あ
ろ
う
。

国
家
の
富
強
に
つ
な
が
る
新
教
の
合
理
性
を
理
解
し
、
受
容
す
る

言
説
が
あ
れ
ば
、

一
方
で
科
学
技
術
で
支
え
て
き
た
西
洋
の
近
代
が

進
ん
で
い
く
と
西
洋
の
宗
教
が
ま
す
ま
す
廃
れ
る
よ
う
に
な
る
の
を

懸
念
し
、
そ
れ
に
代
わ
り
儒
教
の
未
来
性
を
大
い
に
期
待
す
る
言
説

も
あ
る
。

「
蓋
聖
人
之
道
、
不
偏
不
易
、
深
入
人
心
。
以
耶
鮮
之
説
比
儒
教
、

不
僅
如
水
晶
之
比
玉
、
雖
洋
人
未
嘗
不
知
。
」
（聖
人
の
道
は
不
偏
的

で
、
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
を
と
ら
え
て
い
る
。
耶

鮮
の
説
を
儒
教
と
比
較
す
る
と
、
水
晶
を
玉
と
す
る
よ
う
で
あ
る
し

か
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
人
で
も
そ
れ
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。）

【膵
福
成
・
出
使
英
法
義
比
四
国
日
記
、

二
七
六
頁
、

一
九
九
八
年
】

「
従
前
中
国
之
楊
、
墨
、
仏
、
老
、
非
不
鼓
動

一
時
、
積
久
已
自

衰
息
、
孔
子
之
教
、
則
如
日
月
経
天
、
閲
万
古
而
益
明
。
欧
亜
諸
洲
、

不
輿
中
国
相
通
則
巳
、
通
則
其
教
未
有
不
互
行
者
。
余
是
以
知
耶
鮮

教
之
将
衰
、
儒
教
之
将
西
也
。
」
（昔
中
国
に
楊
朱
、
墨
子
、
仏
教
、

老
子
の
よ
う
な
学
説
が
盛
ん
に
広
が
っ
た
が
久
し
く
積
ん
で
自
ず
か

ら
相
次
い
で
衰
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
孔
子
の
教
え
は
日
月
な
り
、

万
古
を
経
て
も
ま
す
ま
す
明
る
く
な
る
。
中
国
と
の
交
流
が
開
通
し

な
い
な
ら
と
も
か
く
、
開
通
す
る
以
上
そ
の
教
え
は
必
ず
行
き
来
し

な
い
の
が
あ
り
え
な
い

。
僕
は
こ
れ
を
も
っ
て
新
教
は
衰
微
し
、
儒

教
は
西
洋
に
広
が
る
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。）

【辞
福
成
・
出
使

英
法
義
比
四
国
日
記
、

二
七
六
頁
、

一
九
九
八
年
】

こ
こ
に
推
測
し
た
儒
教
の
価
値
の
将
来
性
は

二
0
世
紀
二
0
年
代

(7
)
 

前
後
に
再
確
認
さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
。
辞
氏
は
、
西
洋
の
台
頭
に
対

す
る
認
識
と
把
握
に
お
い
て
、
同
時
代
の
士
大
夫
よ
り
は
る
か
に
客

観
的
で
あ
っ
た
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
言
説
に
と
ど

ま
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
政
治
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
言
説

も
み
ら
れ
る
。
世
界
の

一
体
化
の
過
程
と
極
点
は
歴
史
発
展
の
必
然

な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
王
餡
は
政
治
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
動
向
を
注
目
し
、
そ
の
行
方
を
予
測
し
た
。

「
天
蓋
欲
合
東
西
両
半
球
聯
而
為
一
也
、
然
後
世
変
致
此
乃
極
、

天
道
大
明
、
人
事
大
備
。
…
…
前
五
千
年
為
諸
国
分
建
之
天
下
、
後

五
千
年
為
諸
国
連
合
之
天
下
。
…
…
善
変
者
、
天
心
也
。
」
（神
様
は

東
西
の
両
半
球
を
―
つ
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
後
世
界
変
容
を
そ
こ
ま
で
に
極
め
、
人
間
の
共
通
の
理
念
が
光
明

赫
突
、
世
間
の
事
柄
が
大
い
に
備
わ
っ
て
い
る
。
…
…
前
五
千
年
は

諸
国
が
分
け
て
立
て
る
天
下
で
あ
る
が
、
後
五
千
年
は
諸
国
を
連
合

235 



す
る
天
下
で
あ
る
。
…
…
上
手
に
変
わ
る
の
は
神
様
の
考
え
で
あ

る
。）
【王
餡
・
答
強
弱
論
‘

1
0
四
頁
、

一
九
九
八
年
】

「
西
国
人
無
不
知
有
天
主
、
耶
鮮
、
遂
無
不
知
有
孔
子
。
其
伝
天

主
、
耶
鮮
之
道
於
東
南
者
、
即
自
伝
孔
子
之
道
於
西
北
也
。
将
見
不

数
百
年
、
道
同
而
理

一
、
而
地
球
之
人
、
遂
可
為

一
家
。
」
（西
洋
で

は
天
主
と
基
督
を
知
ら
ぬ
西
洋
人
は
い
な
い
、
つ
い
に
孔
子
を
知
ら

ぬ
西
洋
人
も
い
な
い
、
天
主
、
耶
鮮
の
道
は
東
洋
に
伝
わ
る
と
と
も

に
自
ず
か
ら
孔
子
の
道
は
西
洋
に
伝
わ
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
数

百
年
も
経
た
な
い
う
ち
道
は
同
じ
に
な
り
、
理
念
は
ひ
と
つ
に
な
る

と
き
に
、
地
球
上
の
人
々
は
つ
い
に

一
家
に
な
る
で
あ
ろ
う
。）

【王

餡

「地
球
図
」
践
、

一
四
0
頁、

一
九
九
八
年
】

士
大
夫
は
儒
教
の
役
割
を
西
洋
近
代
化
に
お
け
る
新
教
の
役
割
と

対
比
し
、
儒
教
の
理
念
と
価
値
を
も
っ
て
近
代
文
化
を
再
構
築
し
た
。

そ
の
行
為
は
、
文
化
的
に
知
識
人
の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
儒
教
的
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
化
的
激
情
に
よ
っ
て
儒

教
文
化
を
再
建
で
き
る
か
、
つ
ま
り
儒
教
の
価
値
が
ど
う
近
代
的
価

値
に
吸
収
さ
れ
る
か
、
解
釈
さ
れ
る
か
は
中
国
の
知
識
人
に
と
っ
て

は
常
に
挑
戦
す
べ
き
大
問
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

中
国
通
の
宣
教
師
と
洋
学
に
熱
心
な
国
際
派
の
知
識
人
が
合
流

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
世
代
の
知
識
人
は
文
化
衝
突
が
あ

っ

て
も
儒
教
文
化
を
再
構
築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

儒
教
文
化
は
富
強
に
つ
な
が
ら
な
い
点
に
お
い
て
、
そ
の
倫
理
と
義

理
を
守
り
な
が
ら
、
西
洋
文
化
の
合
理
性
を
取
り
入
れ
、
近
代
文
化

を
再
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

中
国
の
近
代
文
化
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
儒
教
文
化
の
本
質
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
そ
こ
か
ら
遊
離
す
る
あ

る
い
は
そ
こ
に
回
帰
す
る

（原
点
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
原
点
に
接

近
す
る
）
と
い
う
諸
相
を
取
っ
て
い
な
が
ら
文
化
変
容
を
発
生
す
る
。

つ
ま
り
文
化
の
遊
離
現
象
と
回
帰
現
象
が
行
わ
れ
る
う
ち
に
、
わ
れ

わ
れ
の
近
代
文
化
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

註
(1
)

広
学
会
の
前
身
は
同
文
会
。
同
文
会

(Society
for the Diffusion 

of Christian a
n
d
 G
e
n
e
r
a
l
 K
n
o
w
l
e
d
g
e
 A
m
o
n
g
 the C
h
i
n
e
s
e
)
 

は

一
八
八
七
年
に
章
廉
臣

(A
l
e
x
a
n
d
e
r
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n
)
に
よ

っ
て
上

海
で
発
足
し
た
。
そ
の
協
会
は
清
に
居
留
し
た
西
洋
人
の
文
化
機
構
で
あ

っ
た
。
そ
の
取
締
役
の
総
会
と
執
行
職
員
会
議
は
清
に
居
留
し
た
西
洋
人

の
政
治
・
商
工

・
教
会
の
結
合
を
体
現
し
た
。
そ
の
会
長
は
長
い
間
に
中

国
税
関
の
総
税
務
司
赫
徳

(R
o
b
e
r
t

Hart
)に
よ

っ
て
担
当
さ
れ
、
支

配
人
代
理
は
章
廉
臣
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
宣
教
師
慕
維
廉

(W
i
l
l
i
a
m

M
u
i
r
h
e
a
d
)
ら
で
あ

っ
た
。
章
廉
臣
は
幹
事
長
を
務
め
た
が
、

一
八
九

0
年
に
病
死
し
た
。
そ
の
た
め
、
李
提
摩
太

(T
i
m
o
t
h
y
R
i
c
h
a
r
d
)
 

は
そ
の
後
継
者
と
な

っ
た
。
一

八
九
二
年
に
広
学
会
に
変
更
。
一

九

0
五

年
以
降
、
カ
ナ
ダ
人
の
宣
教
師
季
理
斐

(D
o
n
a
l
d
MacGillivray
)
は

主

幹

と

な

り
、

同

機

構

の

英

字

を

T
h
e
Christian 
Literature 
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S
o
c
i
e
t
y
 for C
h
i
n
a
に
変
え
た
。一

九
一
五
年
に
李
提
摩
太
が
定
年
退

職
し
、
清
を
離
れ
た
後
、
広
学
会
の
影
響
は
教
会
以
外
の
人
々
で
は
薄
め

て
い
っ
た
。
一
九
五

0
年
に
広
学
会
は
中
国
大
陸
を
撤
退
し
た
。

(2
)

湖
南
湘
陰
の
商
人
家
族
の
出
身
。一

八
四
七
年
に
科
挙
に
合
格
し
、
進

士
に
な
り
、
翰
林
院
の
庶
吉
士
に
採
用
さ
れ
た
。
太
平
軍
蜂
起
の
頃
、
湘

軍

の

策

士

。
一

八

七

五

年

に

、

福

建

按

察

使

。

馬

嘉

理

(A
.R
.
M
a
r
g
a
r
y
)
事
件
が
発
生
し
た
の
で
、
清
と
英
国
の
関
係
が
緊

張
し
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
郭
氏
は
初
代
駐
英
公
使
に
選
ば
れ
た
。
英

国
滞
在
期
間
は

一
八
七
七
年
1

一
八
七
九
年
。
在
中
英
国
へ
行
く
途
中
に

つ
く

っ
た

「使
西
紀
程
』
は
出
版
さ
れ
て
ま
も
な
く
禁
書
と
な

っ
た
。

(3
)
江
蘇
無
錫
の
出
身
。
一

八
六
七
年
に
曽
国
藩
の
幕
僚
と
な
り
、
後
は
李

鴻
章
に
従

っ
て
、
改
革
派
と
し
て
活
躍
し
た
。

一
八
七
九
年
に
『
株
洋
舘

議
」
で
は
、
変
法
を
主
張
し
た
。「
第
洋
剪
議
」
は
洋
務
派
官
僚
の
必
読

の
書
目
。
清
仏
戦
争

(
-
八
八
四
I

一
八
八
五
）
の
期
間
、
浙
江
寧
紹
台

道
。
一

八
八
九
年
に
公
使
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
さ
れ
た
。

(4
)

広
東
番
馬
の
貧
し
い
出
身
。
一

八
四
八
年
に
科
挙
に
合
格
。
郭
嵩
壽
と

の
関
係
で
郭
就
壽
の
随
員
を
推
薦
さ
れ
た
が
、
郭
嵩
煮
の
行
動
を
監
視
す

る
た
め
副
使
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
郭
嵩
壽
と
の
関
係
も
悪
化
し
た
。

「英
靭
日
記
」
で
は
異
国
の
礼
儀
、
風
俗
、
民
事
な
ど
を
論
じ
た
。

(5
)

四
川
富
順
の
出
身
。
張
之
洞
の
推
鷹
に
よ
っ
て
尊
経
書
院
に
入
学
。
一

八
八
六
年
に
進
士
、
翰
林
院
の
庶
吉
士
に
登
用
さ
れ
た
。一

八
九
四
年
に

英
国
に
派
遣
さ
れ
た
。
宋
氏
は
実
際
の
洋
務
経
験
が
な
か
っ
た
。
『
泰
西

各
国
釆
風
記
j

に
お
け
る
「
西
学
中
源
」
説
の
提
起
は
当
時
の
知
識
人
に

洋
学
を
学
ぶ
原
動
力
と
認
め
ら
れ
た
。

(
6
)

江
蘇
長
州

（今
呉
県
）
の
出
身
。
一
八
歳
、
童
試
で
秀
オ
。
郷
試
で
落

第
。
一

八
四
九
年
に
上
海
の
英
国
教
会
の
墨
海
書
館

(L
o
n
d
o
n

M
i
s
s
i
o
n
a
r
y
 S
o
c
i
e
t
y
 P
r
e
s
s
)

で
絹
集
を
務
め
、
初
め
て
洋
学
と
接
触

し
た
。一

八
六
二
年
に
帰
省
し
た
頃
、
太
平
軍
と
の
関
連
で
指
名
手
配
さ

れ
、
香
港
に
亡
命
し
た
。
一

八
六
七
I
一
八
七

0
年
、
英
人
宜
教
師

J
a
m
e
s
 L
e
g
g
e
の
要
請
で
英
国
へ
赴
き
、
中
国
の
経
書
の
翻
訳
に
携

っ

た
。

一
八
七
四
年
に
．

『循
環
日
報
」
を
創
刊
し
、
改
革
思
想
を
宣
伝
し
た
。

一
八
八
四
年
に
李
鴻
章
の
黙
認
で
上
海
に
戻
り
、
格
致
書
院
を
主
宰
し
た
。

(7
)

杜
亜
泉
ら
の

『東
方
雑
誌
」
派
の
言
説
、
呉
窃
、
梅
光
迪
、
柳
胎
徴
ら

の

『学
衡
」
派
の
言
説
、
梁
啓
超
の

『欧
遊
心
影
録
』
、
梁
漱
漠
の

『東

西
文
化
及
其
哲
学
』
に
そ
の
連
続
性
が
見
ら
れ
る
。
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文
献

王
餡

『弦
園
文
新
組
」
生
活
•
讀
書
•
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
八
年

宋
育
仁

「泰
西
各
国
釆
風
記
J

(
r郭
嵩
壽
等
使
西
記
六
種

j
生
活
•
読
書
•
新

知
三
聯
書
店
、

一
九
九
八
年
）

『万
国
公
報
文
選
』
生
活
・
譲
書
•
新
知
三
聯
書
店
、

一
九
九
八
年

郭
嵩
壽
『
使
西
紀
程
」
（
「郭
嵩
壽
等
使
西
記
六
種

j
生
活
•
読
書
•
新
知

三
聯

書
店
、

一
九
九
八
年
）

郭
嵩
煮

『倫
敦
輿
巴
黎
日
記
』
（「郭
嵩
壽
等
使
西
記
六
種

」
生
活
•
読
書
•
新

知
三
聯
書
店
、

一
九
九
八
年
）

膵
福
成

「出
使
英
法
義
比
四
国
日
記
j
(
『郭
嵩
需
等
使
西
記
六
種

j
生
活
•
読

苔
•
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
八
年

）

辞
福
成
『
出
使
日
記
続
刻
j

(
『郭
嵩
裔
等
使
西
記
六
種

』
生
活
•
読
書
•
新
知

三
聯
瞥
店
、

一
九
九
八
年
）

劉
錫
鴻

『英
轄
日
記
J

(
f郭
嵩
壽
等
使
西
記
六
種

j
生
活
•
読
瞥
•
新
知

三
聯

書
店
、
一
九
九
八
年
）




